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学内事情の制約により調査団の福島県知事表敬
訪問同行と当日午後の福島県内大規模避難所２カ
所の訪問調査のみを行った。福島市内の地震によ
る被害状況は市街地の歩道や道路の軽微な地割れ
や県庁舎の一部損壊が確認されたのみで，人混み
はないものの日常生活に大きな制約はない様子が
窺われたが，閉店中の旅行代理店の前で地元の若
者が「福島には（外から人を）来させないように
してるんだよね」と自嘲気味に談笑している様子
は印象的であった。
最初の訪問施設「ビッグパレットふくしま」は
福島市南方の郡山市にある３階建ての大きな多目
的ホールであるが，地震により天井構造が破損し
たため本来の目的には使用できず，応急修理をし
た上で事故原発周辺からの避難者の受け入れ施設
となり，訪問時で１０００人近い避難者を受け入れて
いた。本学附属病院救急部木村准教授と看護学科
酒井教授とともに，避難所としての施設運営関係
者からの説明を受けながら１階から３階まで見学
調査を行った。避難者は子供連れ，高齢者（診療
の必要な方）等などに応じて階やホールに配置さ
れていた。また，生活支援ボランティアセンター
「おだがいさまセンター」の設置，日常救援物資
の管理，仮設図書館や手作り情報誌による情報提
供，市町村役場出張所・法律事務所・郵便局・交
番の設置，日常診療に対応する診療所やくすりの
相談窓口などが確認できた。聴覚障害者のために
FM局を設置する予定があることも知らされた。
一方，避難所における高齢者介護に関しては困難
な面がうかがわれ，震災発生から２カ月以上が経
過し，狭隘空間での衣食住提供や急性期医療への
需要は低下していたが，以降，介護・福祉への支
援の期待が高まるものと思われた。
次の訪問施設「JICA二本松」は福島市と郡山
市の中間に位置する JICAの主要宿泊型研修施設
であるが，JICA事業の空き期間を利用して家族
ぐるみの避難者を受け入れていた。看護学科酒井
教授とともに，施設運営関係者からの説明を受け
て見学調査を行った。震災後間もない時期は大き
なホールや研修室で多くの避難者を受け入れてい
たが，ここでも次第に震災直後の食住需要が減り，
個室での避難生活の提供がなされるようになって
きていた。高齢者のいる家族，子どもたちを学校
に通わせる必要のある家族にとって貴重な存在と
なっていることがうかがわれた。ただ，このよう
な研修施設の性格上，町から離れた山里のリゾー
ト地近くに立地しており，医療へのアクセスや通
学には自家用車などの移動手段が必要である。条
件さえ合えば限定的ではあるが有用な施設と考え
られた。
今回の調査は短時間の訪問調査であり，南相馬
市の津波被災地調査には参加できなかったため，
大震災における大自然の力の脅威そのものを実感
することは出来なかったが，映像で見たりや報告
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書で読んだりするだけでなく現地において肌で感
じることの重要性を再認識し，避難所における実
態と必要とされている支援内容などを具体的に把
握できた。今回のような“想定外”の大震災で，
特に原発事故後の退去が必要な場合，住民の避難
には直後の緊急対応のみならず中長期の生活支援
も必要となることも把握できた。
阪神淡路大震災からこの度の東日本大震災とい
う大きな災害を経験するなかで救急医療や災害看
護の分野でさまざまな知見が集積されて来ている。
このような成果をもとに看護学科に酒井教授に続
くこの分野でのスペシャリストを養成する教育課
程を設置できればと考えている。このことにより
福井県のみならず全国規模での災害医療対応の大
きな力になると確信している。
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